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地域の文化遺産の継承を考える

成田成男さんが生涯スポーツ賞

どぶろくの活用で地域活性化を

燃え盛る御神木に無病息災を祈願

趣向凝らした自慢の作品一堂に

阿仁合駅周辺で多彩なイベント

　
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
根
子
番

楽
を
テ
ー
マ
に
し
た「
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
」

が
、
２
月
26
日
に
根
子
児
童
館
で
行
わ
れ
、

地
域
の
歴
史
と
伝
統
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
会
は
、
根
子
地
区
の
出
身
者
で

組
織
し
た
根
子
番
楽
後
援
会
（
山
田
博
康
代

表
）
が
、
市
の
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事

業
の
助
成
を
受
け
て
開
い
た
も
の
で
す
。

　
は
じ
め
に
、
秋
田
県
立
博
物
館
学
芸
主
事

の
丸
谷
仁
美
氏
が
根
子
番
楽
の
文
化
的
な
価

値
や
歴
史
に
つ
い
て
講
演
。
続
い
て
、
エ
ッ

セ
イ
ス
ト
の
あ
ゆ
か
わ
の
ぼ
る
氏
が
少
子
化

が
進
む
地
域
で
の
文
化
遺
産
の
継
承
に
つ
い

て
講
演
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
時
代
の
変

化
に
対
応
し
た
継
承
の
方
策
を
考
え
よ
う
と
、

真
剣
な
表
情
で
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。▲地域の歴史と伝統を生かしたまちづくり

を考えた講演会

　
平
成
28
年
度
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
賞
「
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
賞
」
を
受
賞
し
た
成
田
成
男
さ
ん

（
84
歳
・
坊
沢
上
町
）
が
、
３
月
７
日
に
市

役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市
長
に
受
賞
の
報
告
を

し
ま
し
た
。

　
成
田
さ
ん
は
北
秋
田
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協

会
会
長
や
秋
田
県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
副
会

長
、
大
館
北
秋
地
区
支
部
長
な
ど
を
歴
任
し
、

競
技
の
普
及
拡
大
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
地

域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
も
貢
献
さ
れ
た
こ
と

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
報
告
を
受
け
、
津
谷
市
長
は
「
成
田
さ
ん

が
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
は
市

に
と
っ
て
も
誇
り
で
す
し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
分
野
で
頑
張
っ
て
い
る
方
々
の
お
手
本
に

な
る
。
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
受
賞
を
た
た
え
ま
し
た
。

▲津谷市長に「生涯スポーツ賞」の受賞を
報告する成田成男さん（写真中央）

　
マ
タ
ギ
の
里
観
光
開
発
株
式
会
社
（
仲
澤

弘
昭
社
長
）
主
催
の
「
第
３
回
秋
田
県
ど
ぶ

ろ
く
研
究
交
流
大
会
」
が
、
３
月
３
日
に
打

当
温
泉
マ
タ
ギ
の
湯
で
行
わ
れ
、
県
内
の
特

定
酒
類
製
造
者
が
一
堂
に
会
し
、
ど
ぶ
ろ
く

を
活
用
し
た
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
仲
澤
社
長
は
「
特
区
の
問
題
点

を
持
ち
寄
り
、
意
見
交
換
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。続
い
て
、由
利
本
荘
市
の
秋
田
ニ
ュ
ー

バ
イ
オ
フ
ァ
ー
ム
の
工
藤
由
佳
さ
ん
が
「
地

域
に
根
ざ
し
た
特
産
品
を
目
指
し
て
」
と
題

し
て
事
例
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
ど

ぶ
ろ
く
コ
ン
テ
ス
ト
や
交
流
会
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
県
内
の
７
製
造
者
が
出
品
し
た
８

銘
柄
の
ほ
か
、
第
12
回
全
国
大
会
の
受
賞
作

11
銘
柄
を
じ
っ
く
り
と
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

▲どぶろくを活用した地域の活性化につい
て理解を深めた研究交流大会

　
七
日
市
の
葛
黒
集
落
に
伝
わ
る
小
正
月
行

事
「
火
ま
つ
り
か
ま
く
ら
」
が
、
２
月
19
日

に
葛
黒
集
落
で
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
多
く

の
見
物
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
行
事
は
、
燃
え
盛
る
御
神
木
を
火
の

神
「
不
動
尊
」
に
な
ぞ
ら
え
て
無
病
息
災
や

無
火
災
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
も
の
。
今

年
は
、
葛
黒
火
ま
つ
り
か
ま
く
ら
実
行
委
員

会
（
堀
部
明
博
実
行
委
員
長
）
が
、
運
営
費

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
資
金
を
募
る
「
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
で
集
め
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
６
時
、
ミ
ニ
か
ま
く
ら
に
火
が
灯
さ

れ
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
の
中
、
御
神
木
に
点

火
さ
れ
る
と
、見
物
人
は
大
き
な
声
で「
お
ー

い
、か
ま
く
ら
の
権
五
郎
ー
」と
何
度
も
叫
び
、

今
年
１
年
の
無
事
と
豊
作
を
祈
願
し
ま
し
た
。

▲大勢の見物人に見守られ、赤々と燃え盛
る御神木

　
「
た
か
の
す
の
げ
ん
こ
つ
芋
」
の
生
産
拡

大
を
目
的
に
、Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
主
催
の
「
と
ろ

ろ
飯
と
山
の
芋
鍋
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
、
２
月

21
日
に
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
料
理
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、Ｊ
Ａ
組
合
員

や
料
理
自
慢
の
市
民
か
ら
、
と
ろ
ろ
飯
部
門

に
７
品
、
山
の
芋
鍋
部
門
に
８
品
の
合
わ
せ

て
15
品
が
出
品
さ
れ
、
会
場
の
各
テ
ー
ブ
ル

に
は
、
盛
り
付
け
に
も
配
慮
し
た
彩
り
豊
か

な
創
作
料
理
が
並
び
ま
し
た
。

　
審
査
員
は
、
市
や
消
費
者
の
会
、
Ｊ
Ａ
、

商
工
会
な
ど
の
代
表
者
９
人
が
務
め
、
見
栄

え
、
食
味
、
ア
イ
デ
ア
の
３
項
目
を
基
準
に
、

市
内
飲
食
店
で
の
提
供
な
ど
の
将
来
的
な
可

能
性
も
探
り
な
が
ら
、
創
意
工
夫
さ
れ
た
作

品
を
じ
っ
く
り
と
審
査
し
て
い
ま
し
た
。▲完成度の高い作品に感心しながら試食・

採点を行う審査員

　
秋
田
内
陸
地
域
公
共
交
通
連
携
協
議
会

（
津
谷
永
光
会
長
）
主
催
の
「
北
秋
田
の
お

ひ
な
ま
つ
り
」
が
、
２
月
18
日
か
ら
３
月
５

日
ま
で
秋
田
内
陸
線
阿
仁
合
駅
周
辺
で
行
わ

れ
、
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
主
会
場
の
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー

に
は
、
駅
前
の
湊
商
店
が
所
蔵
す
る
約
３
０

０
年
前
に
作
ら
れ
た
「
享
保
雛
」
を
は
じ
め
、

地
域
の
人
た
ち
が
持
ち
寄
っ
た
ひ
な
人
形
や

手
作
り
の
つ
る
し
飾
り
な
ど
１
０
０
点
余
り

が
展
示
さ
れ
、
会
場
を
彩
り
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
て
湊
商
店
の
内
蔵
や

専
念
寺
の
巨
大
竜
天
井
絵
が
一
般
公
開
さ
れ

た
ほ
か
、
秋
田
内
陸
線
で
は
急
行
列
車
内
に

ひ
な
飾
り
を
飾
っ
た
「
お
ひ
な
様
列
車
」
を

運
行
す
る
な
ど
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
様
々
な

展
示
物
を
興
味
深
く
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

▲地域住民などが持ち寄ったひな人形やつ
るし飾りが並べられた展示会場

●まちづくり講演会

●秋田県スポーツ賞受賞報告

●第３回秋田県どぶろく研究交流大会

●葛黒火まつりかまくら

●とろろ飯と山の芋鍋コンクール

●北秋田のおひなまつり

し
げ
お


